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期待に胸をふくらませ！
４月８日　小学校入学式

広報



月日　　14名
東成瀬小学校入学式
祝　入学

２ 2025.４ 広報　ひがしなるせ



・お絵かき
・ケーキ屋さん

・勉強とお手伝い
・パン屋さん

・勉強
・看護師

・勉強
・宮司（神社にいる人）

・算数
・保育士

・算数
・バレーボール選手

・算数
・警察官

・勉強
・ユニコーンを探す人

・算数
・プロレスラー

・勉強
・美容師

・勉強
・消防士

・算数
・看護師

・縄跳び
・卓球選手

・漢字
・救急車の連絡をとる人

ぴかぴかの１年生 小学校でがんばりたいことは？
大きくなったら何になりたい？

３ 2025.４広報　ひがしなるせ



月日　　１２名
東成瀬中学校入学式
祝　入学

４ 2025.４ 広報　ひがしなるせ



　３月27日、山村開発センターにおいて東成瀬村表彰式が挙行されました。この式は、村の振興発展に
寄与された方や各種大会等で優秀な成績をおさめた個人や団体を表彰するもので、計19人２団体が表彰
されました。

功績を讃えて
令和６年度東成瀬村表彰式

◆
功
　
労
　
賞

　
・
更
生
保
護
功
労

武　
藤　
直　
哉　
﹇
田
子
内
﹈

◆
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
・
栄
光
賞

佐
々
木　
太　
翔　
（
高　
３
）

石　
綿　
　
　
響　
（
高　
２
）

鈴　
木　
洋　
律　
（
東
成
瀬
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

　
・
奨
励
賞

半　
田　
耕　
盛　
（
年　
長
）

岩　
野　
　
　
鈴　
（
小　
４
） 

半　
田　
弥　
夕　
（
中　
２
） 

佐
々
木　
正　
利　
（
ジュ
ネ
ス
栗
駒
Ｐ
Ｇ
協
会
）

佐
々
木　
永　
吉　
（
ジュ
ネ
ス
栗
駒
Ｐ
Ｇ
協
会
）

佐　
藤　
　
　
仁　
（
ジュ
ネ
ス
栗
駒
Ｐ
Ｇ
協
会
）

髙　
谷　
信　
一　
（
ジュ
ネ
ス
栗
駒
Ｐ
Ｇ
協
会
）

佐
々
木　
順　
子　
（
ジュ
ネ
ス
栗
駒
Ｐ
Ｇ
協
会
）

東
成
瀬
中
学
校
卓
球
部　

◆
芸
術
文
化
賞

　
・
栄
光
賞

吉　
田　
桜　
瀬　
（
高　
１
） 

　
・
奨
励
賞

佐
々
木　
実　
愛　
（
小　
４
）

髙　
橋　
　
　
新　
（
小　
６
）

谷　
藤　
遥　
陽　
（
小　
３
）

髙　
橋　
由　
宇　
（
小　
４
）

伊
勢
谷　
実　
玖　
（
中　
１
）

小　
枝　
美　
月　
（
中　
１
）

東
成
瀬
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
受
賞
者
一
覧（
順
不
同
、敬
称
略
）

（　
）は
受
賞
時
の
学
年

﹇　
﹈は
地
区
名

第
50
回

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
係
る

　
　
総
務
大
臣
表
彰

総
務
大
臣
表
彰

　
藤
原　
キ
ク
子
さ
ん
（
70
歳
・
平
良
）

　　
第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
係
る
表

彰
に
つ
い
て
、
藤
原
キ
ク
子
さ
ん
が
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
藤
原
さ
ん
は
平
成
18
年
12
月
に
東
成
瀬

村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
就
任
し
、
平

成
26
年
12
月
か
ら
は
委
員
長
職
務
代
理
者

と
し
て
、
選
挙
の
適
正
か
つ
円
滑
な
執
行

管
理
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

役場からのお知らせinformation
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■　〔　〕は前年度増減率　（　）は構成比率

歳入
41億6,700万円
〔2.5％〕

県支出金
2億2,341万円（5.4％）　

国庫支出金
2億2,013万円（5.3％）　

村債
2億3,050万円（5.5％）　

繰入金
諸収入
繰越金
使用料及び手数料
財産収入
分担金及び負担金
寄附金

その他
7億7,044万円（18.5％）

村税
２億1,552万円
（5.2％）

地方譲与税
地方消費税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
地方特例交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金
環境性能割交付金

交付金等
１億2,700万円
　　　　（3.0％） 一

般
会
計
は
41
億
６
７
０
０
万
円

　
令
和
７
年
度
の
各
会
計
の
当
初
予
算
が
３
月
定
例
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
公
営
企
業
会
計
を
除
く
全
会
計
の
予
算
総
額
は
48
億
９
７
３
８
万
円
と
な
り
、

１
億
２
９
４
８
万
円
、
２
・
７
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
41
億
６
７
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
１
億
２
０

０
万
円
、
２
・
５
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
予
算
の
大
部
分
を
占
め

る
普
通
交
付
税
は
、
18
億
２
０

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
過
疎
対
策
事
業
債
の
元
利
償
還
金
の

減
少
に
よ
る
交
付
額
の
減
額
が
想
定
さ
れ

ま
す
が
、
物
価
や
人
件
費
高
騰
に
伴
う
単

位
費
用
の
改
定
及
び
臨
時
財
政
対
策
債
の

発
行
可
能
額
の
減
少
を
見
込
み
、
５
０
０

万
円
の
増
額
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
交
付
税
は
歳
出
予
算
の
う
ち
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
、
地
域
活
性
化
起

業
人
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
対
象
経
費
の

増
加
に
よ
り
７
０
０
万
円
増
額
し
、
５
億

６
０
０
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　
村
債
は
、
栗
駒
山
荘
大
規
模
改
修
事
業

な
ど
の
事
業
費
の
減
少
に
伴
い
、
こ
れ
ら

に
充
当
す
る
過
疎
対
策
事
業
債
が
減
少
す

る
た
め
、
前
年
度
に
対
し
１
憶
５
４
０
０

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

　
県
支
出
金
は
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
や
県
営
発
電
所
周
辺
地
域
等
振
興
事

業
助
成
金
、
小
・
中
学
生
の
一
人
一
台
端

末
に
係
る
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
事
業

補
助
金
の
増
加
に
よ
り
昨
年
度
に
対
し
１

５
３
９
万
円
の
増
額
と
し
て
い
ま
す
。

名　　　称 　令和7年度 増減率
一般会計
　　　国民健康保険（事業勘定）
　　　国民健康保険（直営診療施設勘定）
　　　後期高齢者医療
　　　介護保険
　　　　　　　小　　　計
　　　　　　合　　　　　計
　　　　　　　　　　　　収益的収入
　　　簡易水道事業　　　収益的支出　　　　　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　　　　　資本的支出
　　　　　　　　　　　　収益的収入
　　　下水道事業　　　　収益的支出　　　　　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　　　　　資本的支出

2.5 %
0.3 %
21.5 %
3.4 %
1.5 %
3.9 %
2.7 %
5.8 %

▲ 20.2 %
▲ 54.3 %
9.0 %
5.8 %
3.7 %

▲ 23.5 %
2.1 %

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

■令和７年度の総予算額
令和6年度

41億6,700万円
2億597万円
1億1,555万円
3,410万円

3億7,476万円
7億3,038万円
48億9,738万円
2億3,644万円
1億8,470万円

210万円
1億2,993万円
9,180万円
9,414万円
990万円
2,745万円

40億6,500万円
2億546万円
9,507万円
3,298万円

3億6,939万円
7億290万円

47億6,790万円
2億2,346万円
2億3,140万円

460万円
1億1,919万円
8,676万円
9,076万円
1,294万円
2,688万円

※金額は表示単位未満を四捨五入していますので、合計などが一致しない場合があります。

地方交付税
23億8，000万円
（57.1％）

自
主
財
源
　9
億8

,59
6万
円（2

3.7%） 予算
令和7年度

依存財
源　
31
億8

,1
04
万
円（
76
.3
％
）
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歳
入
予
算
の
大
部
分
を
占
め

る
普
通
交
付
税
は
、
18
億
２
０

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
過
疎
対
策
事
業
債
の
元
利
償
還
金
の

減
少
に
よ
る
交
付
額
の
減
額
が
想
定
さ
れ

ま
す
が
、
物
価
や
人
件
費
高
騰
に
伴
う
単

位
費
用
の
改
定
及
び
臨
時
財
政
対
策
債
の

発
行
可
能
額
の
減
少
を
見
込
み
、
５
０
０

万
円
の
増
額
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
交
付
税
は
歳
出
予
算
の
う
ち
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
、
地
域
活
性
化
起

業
人
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
対
象
経
費
の

増
加
に
よ
り
７
０
０
万
円
増
額
し
、
５
億

６
０
０
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　
村
債
は
、
栗
駒
山
荘
大
規
模
改
修
事
業

な
ど
の
事
業
費
の
減
少
に
伴
い
、
こ
れ
ら

に
充
当
す
る
過
疎
対
策
事
業
債
が
減
少
す

る
た
め
、
前
年
度
に
対
し
１
憶
５
４
０
０

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

　
県
支
出
金
は
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
や
県
営
発
電
所
周
辺
地
域
等
振
興
事

業
助
成
金
、
小
・
中
学
生
の
一
人
一
台
端

末
に
係
る
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
事
業

補
助
金
の
増
加
に
よ
り
昨
年
度
に
対
し
１

５
３
９
万
円
の
増
額
と
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
当
初
予
算
で
は

総
務
費
が
最
も
大
き
な
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
推
し
進
め
ら
れ
て

い
る
電
算
シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
応
経
費
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
再
送
信
設
備
機
器
更

新
工
事
な
ど
が
主
な
要
因
と
な
り
、
前
年

度
に
対
し
２
億
４
８
６
７
万
円
の
大
幅
な

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
債
費
は
、
総
務
費
に
次
ぐ
予
算
規
模

で
す
が
、
前
年
度
か
ら
４
１
２
１
万
円
減

額
と
な
る
４
億
８
６
７
９
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
近
年
実
施
し
て
い
る
繰
上
償
還

や
村
債
残
高
の
減
少
に
よ
る
定
時
償
還
金

の
減
少
に
よ
り
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
　
土
木
費
は
、
前
年
度
に
対
し
２
５
２
４

万
円
減
額
と
な
る
３
億
４
２
１
８
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
の
ぞ
き
橋
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
工
事
の
完
了
や
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
の
事
業
量
の
減
が
要
因
と
な
り

歳出

■　〔　〕は前年度増減率
　（　）は構成比率

41億6,700万円
 〔2.5％〕

議会費
労働費
諸支出金
予備費
災害復旧費

その他
1億5,847万円
（3.8％）

消防費
1億6,070万円
（3.8％）

固定資産税
8,780万円
（40.7％）

村民税
8,644万円
（40.1%）

■　村税の内訳

村たばこ税
2,083万円
（9.7％）

入湯税
894万円
（4.1％）

鉱産税
1,000円

軽自動車税
1,150万円
（5.3％）

商工費
1億6,417万円
（3.9％）

農林水産業費
２億2,358万円
             （5.4％）

教育費
3億2,365万円
（7.8％）

民生費
4億8,231万円
（11.6％）

土木費
3億4,218万円
（8.2％）

衛生費
3億9,098万円
（9.4％）

総務費
14億3,417万円
（34.4％）

公債費
4億8,679万円
（11.7％）

ま
す
。
令
和
７
年
度
は
滝
ノ
沢
平
良
線
舗

装
補
修
工
事
や
十
二
橋
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工

事
、
普
通
河
川
不
動
沢
川
堆
積
土
砂
撤
去

工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
教
育
費
は
前
年
度
に
対
し
１
０
４
１
万

円
増
額
と
な
る
３
億
２
３
６
５
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
小
・
中
学
生
の
通
学
に

係
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
整
備
や
、
一
人
一

台
端
末
の
更
新
な
ど
に
よ
り
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
商
工
費
は
、
前
年
度
に
対
し
１
憶
８
５

０
０
万
円
減
額
と
な
る
１
億
６
４
１
７
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
栗
駒
山
荘
大
規
模
改
修
事

業
が
完
了
し
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

  

こ
の
ほ
か
、
新
規
事
業
と
し
て
、
集
落

支
援
員
事
業
や
定
住
促
進
住
宅
外
構
測
量

設
計
、敷
造
成
工
事
（
岩
井
川
東
村
地
区
）、

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
助
成
金
、
田
子
内

ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
設
備
改
修
工
事
等

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

 ■主要事業（1,500万円以上抜粋）
 一般会計

4億8,395万円
2,230万円
1億150万円
4,483万円
2,280万円
3,740万円
3,060万円
2,250万円
9,280万円
2,056万円
1,707万円
2,037万円
1,541万円
3,310万円
3,486万円
2,091万円
5,090万円
3,050万円
1,950万円
5,080万円

1億1,857万円
1,908万円
4,040万円

地域おこし協力隊事業
ふるさと納税事業
地域活性化事業
地域活性化起業人事業
特定地域づくり事業
地上デジタル放送再送信設備機器更新事業
定住促進住宅建設事業
福祉医療事業
保育園運営事業
児童館管理運営事業
成人病予防事業
農業振興施設管理事業
畜産施設管理事業
中山間地域等直接支払事業
林道整備事業
中小企業振興事業
観光施設整備事業
社会資本整備総合交付金事業（道路）
村単道路新設改良事業
道路メンテナンス事業（橋りょう）
冬期交通対策事業
奨学金貸付事業
スクールバス事業

主な事業 事業費
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異
動
・
昇
格
（
４
月
１
日
付
）　

◆
企
画
課

　
企
画
課
長
事
務
取
扱 

谷　
藤　
　
　
登

　
参
事
（
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
）
・
昇
任 

髙　
橋　
悟　
史

　
主
査
（
企
画
課
主
任
）
・
昇
任 

土　
谷　
昂　
平

◆
健
康
福
祉
課

　
課
長
補
佐
（
社
会
福
祉
法
人
な
る
せ
保
育
会
派
遣
） 

髙　
橋　
美　
香

　
課
長
補
佐
（
健
康
福
祉
課
主
査
）
・
昇
任 

伊
勢
谷　
則　
子

◆
産
業
振
興
課

　
課
長
補
佐
（
住
民
生
活
課
課
長
補
佐
） 

髙　
橋　
　
　
梢

◆
建
設
課

　
主
査
（
建
設
課
主
任
）
・
昇
任 

菅　
原　
　
　
勝

◆
国
民
健
康
保
険
診
療
所

　
事
務
長
（
企
画
課
課
長
） 

菅　
原　
英　
樹

◆
教
育
委
員
会

　
教
育
政
策
監
（
新
規
採
用
）
秋
田
県
教
育
委
員
会
か
ら 

長　
瀬　
亜
希
子

再
任
用
（
４
月
１
日
付
）

総
務
課
技
術
員 

髙　
橋　
武　
広

産
業
振
興
課
主
任
専
門
員 

菊　
地　
茂　
樹

教
育
委
員
会
業
務
員 

吉　
田　
聡　
子

帰
任
（
３
月
31
日
付
）

　
（
教
育
政
策
監
）
秋
田
県
教
育
委
員
会
へ 

奈　
良　
進　
矢

退
職
（
３
月
31
日
付
）

　
（
防
災
対
策
室
主
事
） 

篠　
木　
宇　
之

人事

定
期
人
事
異
動

村
職
員
異
動
　
※
（　
）
は
異
動
前

秋田県知事選挙開票結果
　４月６日に行われた「秋田県知事選挙」における本村の開票結果は、次のとおりです。
　また、本村の投票率は73．29％（全県 59．59％）でした。

◆東成瀬村開票結果
投 票 総 数
有効投票数
無効投票数
持ち帰り他

1,432票
1,423票

9票
0票

◆選挙の状況

候補者名（届出順） 政党等名称 得票数
さるた　和　三
鈴　木　けんた
大久保　のりお

無所属
無所属
無所属

  635票
 768票
20票

男 女 合計
950
705
245
74.21

1,004
727
277
72.41

1,954
1,432
522
73.29

当日の有権者数（人）
投　票　者　数（人）
棄　権　者　数（人）
投　　票　　率（％）

選挙

役場からのお知らせ
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税金

今
年
の
土
地
・
家
屋
評
価

額
が
確
認
で
き
ま
す

　
令
和
７
年
度
の
固
定
資
産
税
評
価
額
に

つ
い
て
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

と
お
り
縦
覧
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者
の
方
が
ご
自

身
の
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の
評
価

額
に
つ
い
て
、
周
辺
の
評
価
額
と
比
較
し
、

適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
確
認
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
制
度
で
す
。

◆
期
間

　
６
月
２
日
（
月
）
ま
で

◆
場
所

　
住
民
生
活
課

◆
手
数
料

　
無
料

◆
縦
覧
で
き
る
方

・
固
定
資
産
税
の
納
税
者

・
納
税
者
と
同
居
の
ご
家
族

・
納
税
管
理
人

・
納
税
者
の
代
理
人

　
（
委
任
状
が
必
要
で
す
）

◆
必
要
書
類

　

運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
・
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
書
類

※
制
度
の
趣
旨
か
ら
外
れ
る
場
合
は
、
縦

覧
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問　
住
民
生
活
課 

固
定
資
産
税
担
当

　
　
☎
47
３
４
０
５

縦
覧
制
度

国民健康保険の異動届を忘れていませんか？国保

　年度初めは、引っ越しや就職などに伴い、健康保険の異動も多い時期です。
　就職して国民健康保険から社会保険に加入した場合などには、健康保険の異動の手続きをする必要があり
ます。この手続きを忘れていると、引き続き国保税が課税されてしまうため、ご注意ください。
　異動があった日から14日以内に届け出をしましょう。
　手続きの際は、住民生活課窓口（防災情報センター１階）までお越しください。

転入してきたとき

職場の健康保険などをやめたとき

職場の健康保険などの被扶養者でなく
なったとき

転出するとき

職場の健康保険などに加入したとき
（※2）

職場の健康保険などの被扶養者になっ
たとき　（※2）

村内で住所が変わったとき

世帯主や氏名が変わったとき

保険証をなくしたり、汚れて使えなく
なったりしたとき

進学のため、子どもが村外に住むとき

 他市区町村からの転出証明書

健康保険資格喪失証明書　（※1）

健康保険資格喪失証明書　（※1）

国保の資格確認書等

国保と職場の健康保険の両方の資格確認書等
（職場からまだ交付されていないときは、
健康保険資格取得証明書（※1））

国保の資格確認書

国保の資格確認書、在学証明書等

 

 

  

 

 

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
の
他

届け出が必要なとき 届け出に必要なもの

問　住民生活課　☎４７－３４０３　

　（※1）職場に発行を依頼してください。
（※2）職場で加入する健康保険は、資格を取得し各確認書等が交付されるまで２、３週間かかる場合

があります。この間に国保の資格確認書等を使って医療機関にかかると、後日自己負担以外の
保険給付（年齢により医療費の７から９割）を村に返還し、その分を社会保険へ請求すること
となりますのでご注意ください。

information
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
を
、
介
護
・
福
祉
・
健
康
・
医

療
な
ど
様
々
な
面
か
ら
支
え
る
た
め
の
相

談
窓
口
で
す
。
健
康
福
祉
課
内
に
設
置
し

て
お
り
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で

も
健
や
か
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
お
手
伝
い

し
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
介
護
認
定
の
申
請
方
法
を
知
り
た
い

・
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
た
い

・
介
護
予
防
に
取
り
組
み
た
い

・
家
族
の
介
護
に
つ
い
て
の
悩
み

　
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
が
対
応
し
ま
す
。

健康
づくり

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　
２
０
２
５
年
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
の
開
始
か
ら
10
年
目
に
あ
た
り
、

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
有
効
期
限
通
知

書
」
が
順
次
送
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

カ
ー
ド
の
有
効
期
限
が
切
れ
る
と
、
本
人

確
認
書
類
と
し
て
の
利
用
や
電
子
証
明
書

の
利
用
が
不
可
と
な
る
た
め
、
通
知
書
が

届
き
次
第
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
申
請
方
法

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
（
有
効

期
限
通
知
書
に
同
封
）
に
記
載
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
よ
り
申
請

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
（
有
効

期
限
通
知
書
に
同
封
）
に
必
要
事
項
を

記
入
、
顔
写
真
を
貼
付
し
た
上
で
申
請

・
期
限
切
れ
の
お
知
ら
せ
の
入
っ
た
封
筒

を
窓
口
に
持
参
し
て
申
請

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
４
月
は
入
園
・
入
学
、
進
級
な
ど
で
環

境
が
変
わ
り
、
子
ど
も
達
も
緊
張
や
不
安

を
感
じ
や
す
く
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
体
調
や

気
分
の
変
化
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
で

す
。

　
ま
た
、
新
生
活
に
慣
れ
て
き
た
頃
に
大

型
連
休
が
あ
り
、
休
み
明
け
に
登
園
・
登

校
を
渋
る
お
子
さ
ん
も
出
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
連
休
で
乱
れ
た
生
活
リ
ズ
ム
を
取
り
戻

せ
な
い
こ
と
が
原
因
で
、
登
園
や
登
校
を

嫌
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
連
休
中

相談

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が
追
加
さ
れ
ま
す

　

５
月
26
日
に
改
正
戸
籍
法
が
施
行
さ

れ
、
戸
籍
の
記
載
事
項
に
氏
名
の
振
り
仮

名
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
５
月
26
日
以
降
、
本
籍
地
の
市
区
町
村

長
か
ら
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定
の
振

り
仮
名
が
通
知
さ
れ
ま
す
。
通
知
さ
れ
た

振
り
仮
名
で
問
題
な
い
場
合
は
、
改
め
て

届
出
を
す
る
必
要
は
な
く
通
知
ど
お
り
戸

籍
に
記
載
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
振
り
仮
名

の
届
出
に
手
数
料
は
一
切
か
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
届
出
を
し
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
罰
則
や
罰
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
振
り

戸籍 手続き

◆
必
要
書
類

・
現
在
所
持
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド

◆
注
意
事
項

・
新
し
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け

取
る
際
は
、
窓
口
へ
現
在
所
持
中
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

・
期
限
切
れ
月
の
２
〜
３
か
月
前
程
度
を

目
途
に
お
知
ら
せ
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
か
ら
受
取

ま
で
の
目
安
は
２
〜
３
週
間
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。
転
出
す
る
予
定
が
あ

る
場
合
等
、
東
成
瀬
村
役
場
で
の
カ
ー

ド
受
取
り
が
で
き
な
い
場
合
は
転
入
先

で
の
申
請
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問　
住
民
生
活
課　
☎
47
３
４
０
４

仮
名
の
届
出
に
当
た
っ
て
法
務
省
や
市
区

町
村
が
金
銭
を
要
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
振
り
仮
名
制
度
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.m
oj.go.jp/M

IN
JI/-

furigana/index.htm
l

の
起
床
・
就
寝
時
間
に
気
を
つ
け
て
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠

（
不
妊
）
、
出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
を
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
電
話
や
村
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
相
談
予

約
が
で
き
ま
す
。
些
細
な
こ
と
で
も
お
話

し
に
来
て
く
だ
さ
い
。
（
個
室
で
の
相
談

も
可
能
で
す
）

問
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
健
康
福
祉

課
内
）
☎
47
３
４
１
０

◆
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
の
皆
さ

ん
へ

　
村
で
は
、
医
療
や
介
護
が
必
要
な
高
齢

者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
推
進
の
取
組

と
し
て
、
地
域
の
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

関
係
者
の
方
か
ら
の
在
宅
医
療
や
介
護
に

関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
健
康
福

祉
課
内
）☎
47
３
４
１
０

受
付
時
間
：
平
日
（
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
）

役場からのお知らせ
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令
和
７
年
か
ら
８
年
中
に
住
宅
の
新
築

等
で
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
予
定
し

て
い
る
方
は
、
建
設
課
へ
設
置
申
請
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
請
し
て
い
な
い
場
合
は
、
ご
希
望
に

添
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
請
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
設
置
に
関
す
る
相
談
は
ど
ん
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
建
設
課　
☎
47
３
４
０
８

個
別
避
難
計
画
を

作
成
し
ま
す

　
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
災
害
時
に
自
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
（
避
難
行
動
要
支

援
者
）
が
迅
速
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
あ

ら
か
じ
め
名
簿
を
作
成
し
、
登
録
さ
れ
た

本
人
の
同
意
を
得
た
上
で
、必
要
な
支
援
、

避
難
経
路
等
の
情
報
を
ま
と
め
た
個
別
避

難
計
画
を
整
備
し
、
地
域
の
民
生
委
員
や

自
主
防
災
組
織
等
の
避
難
支
援
等
関
係
者

に
情
報
共
有
し
て
災
害
に
備
え
ま
す
。

　
村
で
は
、
個
別
避
難
計
画
を
作
成
す
る

業
務
を
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
対
象
者
と
な
る

方
の
ご
自
宅
に
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
が

訪
問
し
、
意
思
確
認
と
聞
き
と
り
な
ど
を

し
な
が
ら
、
計
画
を
作
成
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
４
月
号
に
同
封
さ
れ
て
い

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
福
祉
課　
☎
47
３
４
１
０

第
十
二
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給
に
つ
い
て

　
今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を

い
た
し
、
今
年
は
戦
後
80
周
年
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
意
を
表

す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特
別

弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
内
容

　
額
面
27
万
５
千
円

　
　
〔
５
年
償
還
（
年
５
万
５
千
円
）〕

◆
支
給
対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
令

和
７
年
４
月
１
日
現
在
、
公
的
扶
助
料
や

遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
取
る
方
が
い
な
い

場
合
に
次
の
順
番
に
よ
り
ご
遺
族
お
一
人

に
支
給
し
ま
す
。

・
弔
慰
金
の
受
給
権
者

・
戦
没
者
等
の
子

・
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

・
右
記
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

兄
弟
姉
妹

・
右
記
以
外
の
三
親
等
以
内
の
親
族

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

に
限
る

診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
小
児
の
予
防
接
種
の
予
約
方
法
に
つ
い

て
　
接
種
間
違
い
防
止
の
た
め
、
予
約
は
必

ず
看
護
師
が
対
応
い
た
し
ま
す
。
母
子
健

康
手
帳
を
お
手
元
に
準
備
の
う
え
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
看
護
師
か
ら
折
り

返
し
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◆
麻
疹
・
風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
児
の

保
護
者
様
へ

　
先
よ
り
診
療
所
で
使
用
し
て
い
た
麻

疹
・
風
疹
ワ
ク
チ
ン
（
製
品
名
：Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン
）
は
入
荷
の
見
通
し
が
立
た
な
い

状
況
で
す
。
本
来
の
接
種
対
象
期
間
内
に

接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
限
定
的

に
接
種
対
象
期
間
内
を
超
え
て
接
種
を

行
っ
て
差
し
支
え
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
診
療
所
看
護
師
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
近
隣
の
医
療

機
関
で
接
種
も
可
能
で
す
。

　
診
療
所
で
ワ
ク
チ
ン
を
入
荷
し
、
接
種

可
能
と
な
り
ま
し
た
ら
改
め
て
広
報
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
年
齢
：
（
満
１
歳
か
ら
２
歳
、
満
５

歳
か
ら
６
歳
の
お
子
さ
ん
）

問　
診
療
所　
☎
47
２
３
０
８

◆
提
出
書
類

・
請
求
書
、
現
況
申
立
書
（
窓
口
に
あ
り

ま
す
）

・
戸
籍
、
本
人
確
認
書
類
、
そ
の
他
必
要

書
類

◆
請
求
期
間

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３

月
31
日
ま
で

◆
請
求
窓
口　
健
康
福
祉
課

問　
健
康
福
祉
課　
☎
47
３
４
１
０

浄
化
槽
の
設
置
を

予
定
し
て
い
る
方
へ

相談

予防
接種

弔慰金

福祉

information
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新
任
の
先
生
方

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

令
和
7
年
度
は
全
校
児
童

　

70
名
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す

夢
い
っ
ぱ
い　

か
し
こ
く

や
さ
し
く　

た
く
ま
し
く

▲生徒会活動・部活動説明会
▲新任式

佐
々
木　
一　
教
頭

（
羽
後
町
立
高
瀬
小
学
校
よ
り
）

佐
藤　
公
英　
先
生

（
羽
後
町
立
羽
後
中
学
校
よ
り
）

佐
藤
有
希
子　
先
生

（
羽
後
町
立
羽
後
中
学
校
よ
り
）

斉
藤
佳
奈
子　
先
生

（
湯
沢
市
立
湯
沢
北
中
学
校
よ
り
）

　
７
日
に
新
任
式
、
８
日
に
入
学
式
を
終

え
、
い
よ
い
よ
中
学
校
の
新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
９
日
に
は
、早
速
２・

３
年
生
の
先
輩
方
が
新
入
生
に
生
徒
会
活

動
・
部
活
動
を
説
明
す
る
会
が
行
わ
れ
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

新
入
生
を
迎
え
て

生
き
生
き
東
中
生

佐々木　敏先生

羽後町立高瀬
小学校から

　
昨
年
度
、
長
谷
川
留
美
子
先
生
か
ら
「
ふ
る

さ
と
の
歌
」の
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
時
に
、

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
お
じ
ゃ
ま
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
６
年
ぶ
り
に
、
ま
た
勤
務
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
東
成
瀬
村
の
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
、
ま
た
間
近
で
見
ら
れ
る
の
は
、
一
住
民

と
し
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
の
力
を
借
り

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
が
ん
ば
り
を
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

照井　千夏先生

東成瀬村立東成
瀬中学校から

菊地麻衣子先生
　

美郷町立六郷
小学校から

　
東
成
瀬
小
学
校
の
子
ど
も
達
と
出
会
う
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
運
動
が
好
き
な

の
で
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
体
を
動
か
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
達
と
一

緒
に
生
活
す
る
中
で
東
成
瀬
村
の
素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

児童代表歓迎の挨拶

6年髙橋　理さん

元
気
に
の
び
の
び
と
歌
う
子
ど
も
達
の
声
が
と

て
も
す
て
き
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

「
音
楽
っ
て
い
い
な
〜
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
時
間
を
一
緒
に
味
わ
え
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
年
生　
14
名
、
２
年
生　
12
名

３
年
生　
12
名
、
４
年
生　
10
名

５
年
生　
11
名
、
６
年
生　
11
名

全
校
児
童　
70
名

１年生も元気にがんばってます

今年度から村バスで登校です

斉藤佳奈子　先生 佐藤有希子　先生

佐藤　公英　先生 佐々木　一　教頭

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ
て
丁
寧
に
説
明
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
早
く
中
学
校
生
活
に
慣
れ
、
職
員
を
含

め
全
校
一
丸
と
な
り
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
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新
入
園
児
を
祝
う
会
！

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
紹
介
♪

新
し
い
ス
タ
ー
ト

　
４
月
１
日
か
ら
新
一
年
生
も
加
わ
り
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
学
童
ク
ラ
ブ
で
の
過
ご
し
方
や
ル
ー
ル

を
先
輩
た
ち
が
し
っ
か
り
教
え
、
遊
び
を

通
し
て
た
く
さ
ん
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
過
ご

し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
、

楽
し
く
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ

一
同
努
め
て
参
り
ま
す
。

自
分
が
好
き
！

　

友
だ
ち
が
好
き
！

　
　

東
成
瀬
が
好
き
！

　
４
月
９
日
、
増
田
地
区
交
通
安
全
協
会

東
成
瀬
支
部
様
よ
り
、
黄
色
い
帽
子
の
贈

呈
と
、
交
通
安
全
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
保
育
士
の
佐
々
木
萌
絵
さ
ん
が
新
し
い

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

「
わ
く
わ
く
す
る
保
育
」
を
合
言
葉
に
、

子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
て
一
人
一
人
に
寄

り
添
っ
た
保
育
を
実
践
す
る
た
め
に
、

日
々
奮
闘
中
で
す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
を
武

器
に
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲佐々木支部長さんより帽子の贈呈

▲子どもたちに大人気です！ ▲優しさが溢れる絵本の読み聞かせ

▲自由遊びの時間

▲読書を推奨しています

▲初日の新１年生

な
る
せ
っ
子
広
場

　
今
年
度
も
、
１
年
を
通
じ
て
様
々
な
活

動
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。▶

毎
週
火
曜
日
10
時
か
ら

児
童
館
だ
よ
り
・
図
書
館
だ

よ
り
は
、
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
る
せ
学
童
ク
ラ
ブ

◎
職
員
の
動
き

　
な
る
せ
児
童
館
長
（
４
月
１
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田　
博
史
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▲成瀬そよ風コーラス

〜
歩
み
だ
し
て
５
年

　
　
こ
れ
か
ら
も

　
　
　
歌
い
つ
づ
け
た
い
〜

日
時　
５
月
24
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場　
東
成
瀬
村
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
ゆ
る
る
ん

入
場
料　
無　
料

　
第
１
部　
唱
歌
の
四
季

　
第
２
部　
み
ん
な
で
歌
お
う

　
第
３
部　
夢
の
世
界
を

問　
教
育
委
員
会　
☎
47
３
４
１
５

◆
最
優
秀
賞
（
１
）

は
で
ゆ
ぎ
に
　
つ
が
ひ
の
鳥
か
枝
ゆ
す
り

（
一
面
新
雪
の
雪
野
原
に　
一
組
み
の
鳥
が
着
て　
突
き

出
し
た
枝
を
ゆ
す
る
）

山
野
は
し
ば
み

◆
10
周
年
特
別
賞
（
１
）

お
え
で
ら
び
ょ
ん
　
む
ぎ
ゃ
の
あ
っ
こ
さ
　
あ
が
き
の
ご

(

た
ぶ
ん
だ
け
ど　

向
か
い
の
山
の
あ
の
場
所
に　

さ
く

ら
も
だ
し
が
生
え
て
い
る
よ)

 
お
ゆ
き

◆
優
秀
賞
（
５
）

　
　年

喰
え
ば
　
ふ
え
る
く
す
り
と
　
に
げ
る
ほ
じ

（
年
を
取
る
と　
あ
の
薬
、
こ
の
薬
、
と
多
く
な
り
逆
に

記
憶
だ
け
が
逃
げ
て
ゆ
る
）

　
　
　
　
　
　
で
く
の
ぼ
う
か
か
し

き
ゃ
ど
ば
だ
に
　
で
だ
っ
と
ね
ま
っ
て
　
右
左

（
道
路
端
に　

ど
っ
か
り
と
座
っ
て　

右
左
眺
め
て
い

る
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢　
久

九
十
過
ぎ
だ
　
ア
バ
が
ら
今
も
　
ふ
る
里
便

（
九
十
に
な
っ
た
母
か
ら　
今
ま
だ
届
く
ふ
る
里
の
味　

親
の
愛
の
深
さ
を
ひ
し
と
感
じ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
普
通
の
ジ
サ

ど
や
ぐ
ど
て
　
こ
ね
ゃ
ら
く
飲
ん
で
　
ま
ま
け
ね
ゃ
け

（
友
と　
こ
れ
以
上
な
い
く
ら
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
朝
ご
は

ん
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
）

凡　
天

ゆ
ぐ
た
が
れ
　
詐
欺
と
は
知
ら
ず
　
ぼ
ら
ま
け
る

（
欲
ば
り
者　
投
資
詐
欺
と
は
知
ら
ず
に
大
儲
け
し
た
と

自
慢
す
る
）

な
る
せ
二
番

　
そ
の
他
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
広
報
と
一
緒
に
配
布
し

て
い
る
作
品
集
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
教
育
委
員
会　
☎
47
３
４
１
５

仙
人
の
郷
流
「
俳
句
・
川
柳
」

東
成
瀬
村
方
言
活
用
事
業

　
東
成
瀬
村
方
言
活
用
事
業
推
進
委
員
会
で
募
集
し
ま
し

た
第
10
回
仙
人
の
郷
流
「
俳
句
・
川
柳
」
は
、
12
名
33
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
３
月
19
日
に
選
考
委
員
会
が

開
催
さ
れ
審
査
の
結
果
、
光
景
や
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
最

優
秀
賞
１
作
品
・
10
周
年
特
別
賞
１
作
品
・
優
秀
賞
５
作

品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

５
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

成
瀬
そ
よ
風
コ
ー
ラ
ス
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なるせ芸術文化祭

　３月23日、地域交流センターゆるるんにおいて、村芸術文化協会による「なるせ芸術文化祭」
が開催されました。展示発表では、つる細工や陶芸品、絵手紙などの素晴らしい作品が並びました。
ステージ発表では、加盟団体による踊りや民謡、詩吟、仙人太鼓などのほか、生涯学習教室の成果
も披露されました。
　来場者は、多彩な展示発表を楽しんだり芸術文化に触れる貴重な時間を過ごしました。

芸術文化の醍醐味を披露
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Assistant　Language　Teacher

なるせダイアリー

At the end of March, we had a going away party for our coworkers. 

We ate a lot of delicious food at Yunohara in Yuzawa. I have worked 

with them since I first came here two years ago, so I was sad to see 

them go. It was nice to eat, drink, and talk with them one last time.

I hope to see them again in the near future!

3月末に同僚の送別会がありました。湯沢の

湯の原で美味しいものをたくさん食べまし

た。2年前に初めてここに来てからずっと一

緒に働いてきたので、彼らが去っていくのは

寂しかったです。最後にもう一度一緒に食べ

て、飲んで、話せてよかったです。近い将来

また会えるといいですね！

カイル
の

カイル
の

　アメリカのオハイオ州出身です。アメリカのケント

州立大学で美術教育と日本語を勉強しました。

　令和５年８月７日、村のＡＬＴに着任しました。

　絵を描いたりゲームすることが好きです。よろしく

お願いします！

Kyle Joseph Straka(カイル・ジョセフ・ストレイカ)

��������������
～さよならを言う～

引き出し１つから始める
１日１か所断捨離

欺す衆生
月村　了衛　著　／新潮社

やました　ひでこ　著／大和書房

人はなぜ、人を欺し続けなければ生
きていけないのか。
戦後最大の詐欺といわれた豊田商事
事件。その残党たちの暗闇を通じ
て、令和の闇を描破。人間の業と欲
を徹底的に炙り出す、規格外の犯罪
巨編。

おらほの図書館

５月の休館日　3～6日（祝）　18日（日）
おはなし会　　10日（土）10：30～

～おしらせ～

きてたんせきてたんせ

本のご予約承ります。 ☎ 38－8711まで

断捨離は一度したら終わりではな
く、日々のお手入れの連続。
「1日1か所」という「時間」と
「空間」の制限。
「この時間に、この空間の断捨離
を」と具体的に提案。
断捨離、始めたいならまずこの一冊
です！

@NaruseLibrary

なるせ
児童館 図書室

（旧ツイッター）

やってます。やってます。
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丸尾　崇真　まるお　たかまさ

４月１日、地域おこし協力隊７名が新たに着任し
ました。７名ともなるテックの協力隊募集管理業
務によるものです。

・出身　東京都
　ラグビー選手として活動しておりました。
　縁があり、東成瀬村での取り組みを知り、興味を
持ちました。
　村の素晴らしさをスポーツを通じて後世にも伝
えられるように、精一杯頑張ります。
　よろしくお願いします。

牧野　恭章　まきの　やすあき

・出身　秋田県潟上市
・趣味　筋トレ、ダーツ、サーフィンなど
　これまでに自衛隊、営業マン、メガソーラー発電
所の仕事を経験しており、様々な職務経験がござ
います。
　少しでも秋田が魅力のある県、地域を活性化さ
せたい思いでなるテックに応募しました。
　持ち前の体力や行動力を活かして、東成瀬村、そ
して秋田を良くするために邁進してまいります。ど
うぞよろしくお願いいたします。

森島　　楓　もりしま　かえで

・出身　兵庫県
・趣味　ドライブ、ドライブ中のハミング、愛犬

グッズ（ハスキー２頭）のショッピング
　以前はホームセンターの会社で店舗勤務や
CADオペレーター、バックオフィサーとして従
事していました。
　スキルアップが可能なことと、自然豊かな村へ
移住支援していただけると聞いてなるテックに応
募しました！
　今後は、農業振興、健康福祉の面で東成瀬村へ
貢献していきたいです。

地域おこし協力隊
東成瀬

村

西田　　亮　にした　あきら

・出身　秋田県秋田市・趣味　バイク、キャンプ、
写真撮影

　以前は、東京農業大学において、食べ物が作ら
れ、口に入るまでの一連の流れを幅広く学んでおり
ました。また、卒業論文については米粉を主軸にし
た研究を行っていました。
　大学進学を機に東京へ引っ越し生活した際に社会
課題の一つである東京一極集中の問題を肌で感じ、
日本の社会問題に対して立ち向かうなるテックの設
立背景に共感を覚え、応募いたしました。
　第一次産業従事者の減少や耕作放棄地の増加と
いった地域課題に対し問題意識を持っており、シス
テムなどの力を用いて少人数で農業を行える仕組み
を作ることで地域に貢献したいです。17 2025.４広報　ひがしなるせ



竹内　　優　たけうち　ゆう

・出身　福井県越前市
・趣味　（聴く、作る、歌う）、街歩き、映画、

アニメ鑑賞など多数
　以前は大学・大学院で情報科学を広く勉強・研
究しておりました。そこで学んだ知識・スキルを
日本の衰退産業の活性化に繋げることに役立てた
いという一心で就職活動しておりました。そんな
中、なるテックの日本の課題を地域から解決しよ
うとする姿勢に魅了されたことがきっかけで、応
募を決意しました。
　今後は村内で活動する中で強みを発掘し、発信
して参ります！

大平　吏佐子　おおひら　りさこ

・出身　岐阜県
・趣味　登山、デイキャンプ、焚火、ダンスなど
　これまで事務職に従事しており、特に銀行での
融資事務を長く経験してまいりました。
　WEBマーケターに挑戦できることやスキル
アップによって地方創生に貢献できることに魅力
を感じ、なるテックに応募しました。
　今後は、地域の魅力を広く発信し、多くの方に
知っていただけるよう尽力してまいります。どう
ぞよろしくお願いいたします。

村山　健一　むらやま　けんいち

・出身　山形県山形市　　・趣味　料理、グルメ
　以前は運送会社のドライバー、消費者金融会社で営
業部門のマネージャーや内部監査員、医療機器販売会
社で総務や経理、病院内の物流管理をする会社で診療
材料の調達や提案営業、コールセンターで国税庁の確
定申告電話相談センターのオペレーターなど、様々な
仕事を経験してきました。それゆえ皆さまのご要望に
柔軟に対応できるかと思います。
　自分のやりたいことを求めて就職活動をしている中
で、一番自分の理想に近い会社がなるテックだと判断
し入社しました。
　地域おこし協力隊として、まずは地域のイベントな
どに積極的に参加し、地域の方々と交流を深めること
に注力したいと思います。その上で、私は陸上競技の
指導者資格を持っており、スポーツ少年団のコーチ経
験もありますので、スポーツを通じた地域振興に携わ
りたいと考えております。どうぞよろしくお願いいた
します。

地域おこし協力隊　隊員数
（令和７年４月１日時点）

村が直接雇用する隊員　４名
民間連携隊員　59名
委嘱隊員　１名
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　お久しぶりです。昨年９月広報誌の活動日
記に掲載いただきました須原です。
　東成瀬村には昨年３月25日に訪れ、４月
になるテックへ入社、地域おこし協力隊に入
職しております。村の皆様にお世話になり始
めてから1年が経過しました。
　私は今年３月15日に４年通っていた通信
大学の写真コースを卒業しました。その前に

も写真の修整の仕事、撮影補助等の仕事をし、作家もしている関係で、なるテックでも撮影担当
をしております。
　そして、今年１月に備前村長と企画課の皆様からご指名いただき、企画課の撮影も担わせてい
ただいております。なんと腕章まで作っていただけました！
　引き続き、写真家とフルスタックエンジニア目指して邁進してまいりますので、よろしくお願
いいたします。

活動日記

私が現在携わっている業務の一つとして、
役場のホームページの保守運用があります。
もともと現地の人と関わりながら、現場のサ
ポートをすることにやりがいを感じていたた
め、昨年運用引継ぎの話をいただいた際に手
を挙げました。
ＷｏｒｄＰｒｅｓｓというホームページの
作成や、運用するのに便利なツールを使って
記事投稿など情報発信するお手伝いをした
り、そもそもの全体的な見た目や使いやすさ
を意識して、改修や更新作業を行っておりま
す。

役場の方や村内の方をはじめ、外部のサイト訪問者にとって、見やすく使いやすいように修正す
る必要がまだまだありますが、役場の方々と認識を摺り合わせながら、緊急優先度に従って少しず
つ更新しております。
役場の方の要望をヒアリングすることで、課題が見えたり、どの部分を修正するか把握したりし
て、実現可能かを見極めながら、少しずつスキルを磨くことができました。
また、昨年度から地域に根差した部署に異動し、なるレク（保育園向け）に参加して、実際に子
どもたちと関わったり、地区の直売所のお手伝いをしながら、村のことや人の温かさに触れること
ができました。
今後も人と関わり協力しながら、課題改善や地域貢献をしていきます。

植松　卓也

須原　風香
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写真：令和6年11月27日撮影

管理庁舎建築工事

管理庁舎建築箇所

成瀬ダム建設事業の令和７年度予算は約２０７億円（前年比１．０８）です。
昨年度に引き続き、堤体打設工事、原石山採取工事、管理庁舎建築工事やダム管理用制御設備

工事等の管理に向けた工事を実施します。
堤体打設工事は、昨年１１月末から冬期休工していましたが、今年の４月１５日に工事を再開

しました。
今年も様々な見学会を企画しているのでご利用ください。

（詳細はWEBサイトから https://www.thr.mlit.go.jp/narusedam/）
なお、令和６年４月１日から、建設業においても『時間外労働（残業）の上限規制』が始まっ

ています。
国土交通省としても、さらに建設業の働き方改革を推進するため『週休２日の完全実施』を進

めています。
成瀬ダムにおいては、堤体打設工事や原石山採取工事など多くの工事が土曜日、日曜日休工と

なっています。
ご視察される場合は、留意願います。

写真：令和7年3月22日撮影

写真：令和6年11月27日撮影 写真：令和6年11月26日撮影

ダム本体打設工事 原石山採取工事
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◆
成
瀬
ダ
ム
情
報
◆

令
和
７
年
度
の
堤
体
打
設
開
始
（
土
曜
日
・
日
曜
日
休
工
）



帰
　
　
郷

　

首
都
の
開
花
宣
言
が
話
題
に
さ

れ
る
３
月
下
旬
。
母
の
一
周
忌
で

故
郷
に
向
か
う
。
一
年
前
は
妻
と

二
人
だ
っ
た
が
、
今
回
は
孫
も
連

れ
だ
つ
帰
郷
に
な
っ
た
。
生
ま
れ

た
翌
年
に
東
成
瀬
へ
行
っ
た
と
い

う
孫
は
、
今
年
の
６
月
に
は
10
歳

に
な
る
。
今
度
、
一
年
生
に
な
る

年
下
の
孫
は
初
め
て
の
秋
田
で
あ

る
。

　

歳
と
と
も
に
故
郷
は
遠
く
な

る
。
ま
し
て
や
、
兄
弟
や
、
甥
、

姪
が
揃
う
こ
と
な
ど
は
、
特
別
な

事
で
も
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
実

現
し
な
い
。
亡
き
母
が
引
き
寄
せ

る
機
会
と
思
い
、
娘
に
声
を
か
け

た
。
二
泊
三
日
の
帰
郷
は
ち
ょ
っ

と
し
た
旅
気
分
に
な
る
。
弁
当
と

缶
ビ
ー
ル
を
買
い
、
東
京
発
10
時

18
分
の
こ
ま
ち
に
乗
り
込
む
。
盛

岡
を
過
ぎ
て
田
沢
湖
線
に
入
る
と

大
雪
の
名
残
が
見
え
始
め
た
。
沿

線
の
雪
解
け
に
ス
マ
ホ
を
向
け
な

が
ら
大
曲
に
到
着
。
終
着
駅
は
横

手
。
奥
羽
本
線
の
ワ
ン
マ
ン
列
車

「
横
手
行
」
が
待
っ
て
い
る
。
こ

の
ワ
ン
マ
ン
に
や
や
戸
惑
う
。

「
横
手
ま
で
い
く
ら
？
」
運
賃
表

を
見
る
。
「
秋
田
方
面
」
の
運
賃

は
掲
げ
て
い
る
が
「
横
手
方
面
」

は
空
欄
。
大
曲
を
基
準
に
し
た
運

賃
表
ら
し
い
。
出
発
し
て
次
の
駅

に
着
く
と
表
示
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。

　

地
元
の
乗
客
で
あ
れ
ば
ど
う
っ

て
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
が
。

Suica

が
使
え
な
い
の
は
概
に
承

知
。
運
賃
箱
を
見
る
と
小
銭
の
心

配
を
し
た
く
な
る
。
な
け
れ
ば
両

替
す
れ
ば
済
む
こ
と
だ
が･･･ 　
停

車
を
待
っ
て
運
転
士
に
聞
い
て
み

た
。
「
横
手
駅
は
改
札
口
で
払
っ

て
下
さ
い
」
と
言
う
。
列
車
内
の

運
賃
箱
は
「
無
人
駅
」
の
対
応
？

　

首
を
傾
げ
な
が
ら
ワ
ン
マ
ン
を

降
り
た
。

　

横
手
か
ら
は
レ
ン
タ
カ
ー
で
ホ

テ
ル
ブ
ラ
ン
に
。
初
日
の
夜
は
、

十
何
年
振
り
と
い
う
叔
母
と
の
再

会
。
積
も
る
話
は
尽
き
る
こ
と
を

忘
れ
る
。
あ
れ
も
こ
れ
も
と
欲
張

る
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が

過
ぎ
る
。
名
残
惜
し
み
な
が
ら
叔

母
を
家
に
送
る
。
そ
の
道
す
が
ら

「
イ
タ
チ
？
」
と
遭
遇
。
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
に
急
（
せ
）
か
さ
れ
る
よ
う

に
、
夜
中
の
成
瀬
路
を
横
断
す
る

小
動
物
に
、
何
と
も
言
え
な
い
温

か
さ
を
感
じ
た
。

　

翌
日
は
母
の
一
周
忌
法
要
。
夕

方
か
ら
は
従
兄
弟
と
久
々
の
一

杯
。
「
い
つ
以
来
だ
ろ
う
か
」
と

記
憶
を
辿
る
が
答
え
は
出
な
い
。

そ
れ
ほ
ど
前
に
な
る
。

　

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
当
日
。
朝
方

の
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
は
、
日
差
し
で

窓
が
暖
か
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の

良
い
天
気
。
し
か
し
ホ
テ
ル
を
出

る
頃
に
は
雲
行
き
も
怪
し
く
な

り
、
や
が
て
雨
が
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り

と
落
ち
て
き
た
。
雨
足
は
次
第
に

強
く
な
り
、
見
る
間
に
霙
（
み
ぞ

れ
）
に
変
わ
っ
た
。
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
に
激
し
く
叩
き
つ
け
る
霙
。

帰
り
の
駅
に
向
か
う
途
中
、
思
わ

ぬ
季
節
外
れ
の
雪
に
、
孫
た
ち
は

大
は
し
ゃ
ぎ
。
良
い
帰
郷
に
な
っ

た
。

ｎ
ａ
ｒ
ｕ

こんなに雪が

残雪と田子内橋
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保
育
士
修
学
資
金
貸
付
制
度

　
保
育
士
を
目
指
し
養
成
施
設
（
都
道
府

県
知
事
指
定
の
保
育
士
養
成
学
校
ま
た
は

施
設
）
で
修
学
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

そ
の
修
学
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

◆
貸
付
内
容

・�

修
学
資
金　
月
額
５
万
円
以
内
（
上
限

１
２
０
万
円
）

・
入
学
準
備
金　
20
万
円
以
内

・
就
職
準
備
金　
20
万
円
以
内

◆�

貸
付
期
間　
養
成
施
設
に
在
学
し
て
い

る
間
（
た
だ
し
、
２
年
間
を
限
度
と
す

る
）

◆�

申
込
み
方
法　
在
学
す
る
保
育
士
養
成

施
設
を
経
由
し
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

保
育
士
養
成
施
設
を
卒
業
後
、
１
年
以

内
に
保
育
士
登
録
を
行
い
、
秋
田
県
内

の
保
育
所
等
で
３
年
間
継
続
し
て
保
育

業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
返
還
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

問�　
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会　
秋
田
県

福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
（
８
６
４
）
３
５
０
０

秋
田
県
育
英
会
奨
学
生
募
集

　
本
会
で
は
、令
和
７
年
４
月
に
大
学（
短

大
）
及
び
専
修
学
校
専
門
課
程
に
進
学
す

る
１
年
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

◆
募
集
人
数

・
大
学
月
額
奨
学
金　
20
名
程
度

・
多
子
世
帯
向
け
奨
学
金　
10
名
程
度

・
専
修
学
校
月
額
奨
学
金　
10
名
程
度

◆�

募
集
期
間　
５
月
７
日
（
水
）
か
ら
５

月
26
日
（
月
）
ま
で

問　
公
益
財
団
法
人
秋
田
県
育
英
会

☎
０
１
８
（
８
６
０
）
３
５
５
２

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
調
査

　
火
災
に
よ
る
煙
や
熱
は
と
て
も
早
い
速

度
で
上
昇
し
ま
す
。
万
が
一
、
火
災
が
発

生
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
、
早
い
段
階

で
火
災
を
感
知
し
警
報
を
発
し
ま
す
。

火
災
予
防
条
例
で
各
住
居
に
設
置
義
務
が

あ
り
、
普
及
促
進
に
努
め
る
た
め
広
範
な

地
域
を
調
査
し
ま
す
。

　
期
間
中
、
各
家
庭
に
消
防
職
員
が
お
伺

い
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
調
査
時
期　
５
月
中

◆�
調
査
地
域　
村
内
全
域

※
消
防
本
部
が
抽
出
し
た
地
域

※�

詳
し
く
は
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

問　
消
防
署　
東
成
瀬
分
署

☎
㊼
２
１
８
９

Ａ
Ｉ
Ａ
国
際
活
動
助
成
金
募
集

　
県
内
で
国
際
交
流
や
国
際
協
力
・
国
際

理
解
な
ど
の
多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
活

動
を
行
う
非
営
利
団
体
等
を
対
象
に
、
そ

の
事
業
資
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
申
請
期
間

・
１
期
募
集　
４
月
30
日
（
水
）
ま
で

・�

２
期
募
集　
７
月
１
日
（
火
）
か
ら
８

月
31
日
（
日
）
ま
で

※�

事
業
実
施
は
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年

３
月
15
日
（
日
）
ま
で

◆�

助
成
金
額　
助
成
対
象
経
費
総
額
の
う

ち
上
限
５
万
円

◆�

回
数　

同
一
年
度
に
つ
き
一
団
体
１

回
、
同
一
団
体
に
よ
る
同
一
事
業
に
対

す
る
助
成
は
３
回
が
限
度

※�

申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
協
会
窓
口
で
も

配
布
し
て
い
ま
す
。

問�　
公
益
財
団
法
人
秋
田
県
国
際
交
流
協

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

自立相談支援事業
東成瀬村巡回相談
日時　５月 13日（火）
　　　10：00～ 12：00
場所　保健センター
問　秋田県南福祉事務所
　　企画福祉課
　☎０１８２－３２－３２９４

心の健康相談
開催日　５月 12、26日（月）
時　間　9：30〜 11：30
場　所　東成瀬村国保診療所
　　　　相談室
担　当　東成瀬村のぞみの会
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会
（
Ａ
Ｉ
Ａ
）

☎
０
１
８
（
８
９
３
）
５
４
９
９

秋
田
県
立
近
代
美
術
館
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
（
秋
田
ふ
る
さ
と
村
内
）

◆��

古
代
エ
ジ
プ
ト
美
術
館
展
（
６
階
特
別

展
）

・�

日
時　
４
月
26
日
（
土
）
か
ら
６
月
29

日
（
日
）
ま
で

◆��

親
子
で
あ
そ
ぼ
・
木
の
面
白
ワ
ー
ル
ド

（
５
階
特
別
展
）

・�

日
時　
４
月
26
日
（
土
）
か
ら
６
月
29

日
（
日
）
ま
で

◆��

か
が
く
い
ひ
ろ
し
の
世
界
展
（
５
階
特

別
展
）

・��

日
時　
７
月
５
日
（
土
）
か
ら
８
月
31

日
（
日
）
ま
で

◆��

「
み
ん
な
の
キ
ン
ビ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企

画　
み
ん
な
の
お
ま
つ
り
（
５
階
特
別

展
）

・��

日
時　
９
月
13
日
（
土
）
か
ら
11
月
９

日
（
日
）
ま
で

◆��

キ
ン
ビ
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
５
階
企

画
展
）

・��

日
時　
11
月
22
日
（
土
）
か
ら
令
和
８

年
４
月
５
日
（
日
）
ま
で

問　
秋
田
県
立
近
代
美
術
館

☎
０
１
８
２
㉝
８
８
５
５

公
共
職
業
訓
練

◆�

訓
練
期
間　
７
月
１
日
（
火
）
か
ら
12

月
26
日
（
金
）
ま
で
（
６
か
月
）

◆
訓
練
科
（
定
員
）　

・
電
気
設
備
技
術
科
（
13
名
）

・
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
名
）

◆�

訓
練
時
間　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

３
時
40
分
ま
で

◆�

会
場　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
（
潟

上
市
）

◆�

募
集
期
間　
４
月
28
日
（
月
）
か
ら
５

月
23
日
（
金
）
ま
で

◆�
受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自

己
負
担
）

◆�

応
募
資
格　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申

込
み
を
さ
れ
た
方
で
、
新
た
な
技
術
・

技
能
を
身
に
つ
け
て
再
就
職
を
希
望
さ

れ
る
方

※�

毎
週
木
曜
日
に
施
設
見
学
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。（
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
就

職
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

問　
秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

　
訓
練
課　
受
講
生
支
援
室

☎
０
１
８
（
８
７
３
）
３
１
７
８

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

◆�

募
集
住
宅　
県
営
倉
内
住
宅
（
湯
沢
市

倉
内
字
三
ツ
田
）

◆�

募
集
戸
数　
木
造
２
階
建
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸
（
平
成
５
年
建
設
）

◆
家
賃　
１
８
６
０
０
円
か
ら

◆�

募
集
期
間　
５
月
１
日
（
木
）
か
ら
５

月
９
日
（
金
）
ま
で

◆
入
居
可
能
日　
６
月
１
日
（
日
）

◆�

入
居
条
件　
住
宅
困
窮
状
況
、
所
得
、

単
身
不
可
等

問　
秋
田
県
仙
北
地
域
振
興
局
建
築
課

☎
０
１
８
７
�
３
１
１
３

60
歳
か
ら
70
歳
で
再
就
職
を
希
望
す

る
方
を
無
料
で
支
援

　

公
益
財
団
法
人
産
業
雇
用
安
定
セ
ン

タ
ー
で
は
再
就
職
を
希
望
す
る
「
60
歳
以

上
70
歳
以
下
の
方
」
で
「
在
職
中
又
は
離

職
後
１
年
以
内
の
方
」
を
無
料
で
支
援
し

ま
す
の
で
お
気
軽
に
登
録
く
だ
さ
い
。

◆
支
援
の
流
れ

・�

電
話
で
面
談
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調

整
・�

支
援
内
容
の
詳
細
説
明
・
面
談
（
希
望

職
種
・
収
入
・
お
休
み
・
時
間
や
職
歴
・

資
格
等
の
確
認
）

・�

希
望
に
合
っ
た
求
人
情
報
の
提
供
・
確

認
・
求
人
事
業
所
へ
の
見
学
同
行

・
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
作
成
支
援

・
就
職
面
接
の
ア
ド
バ
イ
ス

※�

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

https://w
w
w
.sangyokoyo.

or.jp/elder/index.htm
l

問�　
公
益
財
団
法
人
産
業
雇
用
安
定
セ
ン

タ
ー　
秋
田
事
務
所

☎
０
１
８
（
８
２
３
）
７
０
２
４

 　 

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
６
月
１
日
（
日
）
か
ら
10
日
（
火
）
は

「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期

間
」
で
す
。

　
電
波
は
航
空
機
や
船
舶
、警
察
、消
防
、

救
急
用
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
の
安
心
、

安
全
の
確
保
に
使
わ
て
い
ま
す
。

　
不
法
電
波
は
、
こ
ん
な
大
切
な
通
信
を

妨
害
し
て
私
た
ち
の
生
活
や
、
人
命
の
安

全
を
脅
か
し
ま
す
。

問　
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局

　
相
談
窓
口

☎
０
２
２
（
２
２
１
）
０
６
４
１

問
・
申
込
み　
総
務
課　
☎
㊼
３
４
０
１
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広報

No.717H I G A S H I N A R U S E

　●人　口　　　　　男　1,193人（－27）
　　　　　　　　　　女　1,096人  (－８)
　　　　　　　　　　計　2,289人  (－35)
　●世帯数　1009戸 (－21)
　●出生　０人[８人〕●死亡　１人[57人〕
　●転入　８人[62人〕●転出　40人[107人〕
注(　)内は前月比、〔　〕は令和６年４月から

◎交通事故　・発生件数… 0 件 〔30件〕
 　・死者……… 0 人 〔０人〕
 　・傷者……… 0 人 〔０人〕
　～令和６年12月26日より無事故９５日～
◎交通死亡事故『０』継続日数　3253日
　　　　　　～平成２８年５月４日より～
◎無火災記録　　336日
　　　　　　　～令和6年4月29日より～

安全記録

村の人口と世帯

（敬称略）慶弔

◆ごめいふくをお祈りします

小田原　信　一　（93）　幸寿苑

４４

ひがしなるせ

撮影　広報担当
【なるせ芸術文化祭】

今月の一枚

第11回東成瀬村写真コンクール

【成瀬ダム部門　村長特別賞】
「現代のピラミッド」

撮影者　石　田　直　哉（美郷町）

「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています。

３月の
東成瀬村
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